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Ⅳ　新規中学校卒業予定者の採用について

１. 採用・就職活動について

　新規中学校卒業予定者を対象とする求人は、次によりハローワーク（事業所の所在

地を管轄する）へお申込みください。

(1) 求人申込み時期

　６月１日以降です。(事業所を管轄するハローワーク(裏面参照)へ、中卒

用求人票を採用人事担当者が直接持参願います。)

(2) 他のハローワークへの求人連絡

 【求人申込みしたハローワークの管轄以外の地域へ募集する場合】

　７月１日以降に求人を受理したハローワークが直接連絡いたします。 

(3) 紹介（推薦）の開始

　12月１日以降、ハローワークより、紹介状（Ｐ91参照：採否結果通知書

が添付されています。）に、応募書類（Ｐ90参照：中卒用職業相談票乙） 

を添えて求人者に交付します。 

(4) 選考の開始及び採用内定の開始

　12月１日以降です。（福井県、石川県、富山県、北海道、青森県、岩手県、

宮城県、 秋田県、山県形、福島県、新潟県、長野県の一部の地域及び島根県 

の一部の地域）

　上記以外の地域は１月１日以降です。

 

(5) 採否の決定

　採否はすみやかに（原則として３日以内、遅くとも７日以内）決定し、 

ハローワークへご連絡ください。 

○学校→選考結果通知

○ハローワーク→「採否結果通知書」（Ｐ91参照）の薄紙は求人申込みした

ハローワーク用、厚紙は紹介ハローワーク用です。 
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　不採用の場合は、その理由を具体的に通知いただくとともに、応募書類 

を紹介ハローワークへ返送してください。 

(6) 雇用開始の時期

　雇用開始時期（実習期間中の講習等を含む。）は４月１日以降としてくだ

さい。 

２. 選考方法について

　Ｐ56～58の高校の選考方法に準じた取扱となります。 

３. 求人票の記入について

　各ハローワークで配付する「中卒用求人票」に記入してください。 

４. 求人応募書類について

　応募者の適性・能力のみを基準とした公正な採用選考を行っていただくため、

応募書類は次のように定められています。 

　(1) ○中職業相談票［乙］……………………Ｐ90参照

　(2) 紹介状、採否結果通知書………………Ｐ91参照
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★　企業独自の応募書類（社用紙）には、差別につながる事項が多く含ま

れている場合がみられます。 

★　応募者の適性・能力のみを基準とした公正な採用選考を行っていただ

くため、適正な用紙が定められていますので、問題のある社用紙は使

わないでください。 

★　このほか戸籍謄（抄）本を要求したり、本籍等差別につながる事項を

調査しないでください。 

★　また、最近、現地採用ということで、支社、営業所が直接募集するこ

とも見受けられますが、この場合、正しい採用選考について本社から

指導を十分徹底してください。 
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<中卒用応募書類>
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※厚紙（ハガキ）と薄紙の３枚で１組です

（２枚目） （３枚目）

（１枚目）

<中卒用紹介状・採否結果通知書>

紹　　介　　状（ハローワーク→求人者）

採否結果通知書（求人者→ハローワーク）
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<中卒用応募書類>
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Ⅴ　公正な採用選考について

１. 採用選考の基本的な考え方

採用選考は

　　　・�「人を人としてみる」人間尊重の精神、すなわち、応募者の基本的人権

を尊重すること

　　　・応募者の適性・能力に基づいた基準により行うこと

の２点を基本的な考え方として実施することが大切です。�

２. 採用方針について

　企業には採用方針や採用基準、採否の決定など採用の自由が認められている一

方で、誰でも自由に自分の適性や能力に応じて職業を選べる職業選択の自由が保

障されています。すなわち、採用条件、採用基準に合ったすべての人が応募でき

る機会均等の原則が確立されていることが重要となります。

　また、従業員の採用方針や採用計画は、経済情勢を見通し、事業計画との関連

や労働力の需給、従業員の異動などを総合的に判断して決められますが、企業に

採用の自由があるからといって、不当な求人条件を出したり、採用選考時に何を

聞き、何を書かせても良いというものではなく、応募者の基本的人権を侵してま

で、採用の自由が認められるわけではありません。�

　企業が採用したいのは職務を遂行し得る能力のある人であり、本人に責任のな

い事項や本来自由であるべき事項を基準とするのでなく、求人職種を遂行するた

めに必要な適性と能力を客観的に評価する公平な選考で判断されなければなりま

せん。�

　しかし、残念ながら依然として新規学校卒業予定者の採用選考において、応募

者の適性と能力に直接関係のない事柄を問う等、就職差別につながるおそれのあ

る事象が見受けられます。企業は多くの人に働く場を提供する雇用主として、ま

た、就職の機会均等等の確保を図る当事者として、基本的人権を尊重した正しい

公正な採用選考システムを確立していただく必要があります。
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